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特 集
アジアの古本屋

●
朴
贊
益
さ
ん
と
の
出
会
い

　

韓
国
の
古
書
店
「
文
古
堂
」
店
主
・

朴パ
ク

贊チ
ャ
ン

益イ
ク

さ
ん
（
以
下
、
パ
ク
さ
ん
）

と
の
交
遊
歴
は
半
世
紀
と
な
っ
た
。
き

っ
か
け
は
一
九
六
八
年
一
月
の｢

経
済
、

産
業
、
金
融
、
統
計
な
ど
図
書
の
韓
国

現
地
調
査｣

と
い
う
出
張
命
令
で
あ
っ

た
。

　

六
〇
年
代
半
ば
の
日
韓
関
係
は
一
大

転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。
両
国
は

一
九
六
五
年
六
月
、
二
〇
年
近
く
に
及

ん
だ
日
韓
会
談
を
終
了
さ
せ
、
韓
国
経

済
再
建
に
不
可
欠
な
対
韓
請
求
権
問
題

で
は
日
本
政
府
は
無
償
三
億
ド
ル
、
有

償
二
億
ド
ル
の
外
貨
資
金
を
約
束
し
た
。

日
本
の
外
貨
黒
字
総
額
一
八
億
ド
ル
、

韓
国
国
家
予
算
三
億
ド
ル
と
い
う
時
代

の
日
韓
基
本
条
約
締
結
は
韓
国
経
済
発

展
、
つ
ま
り
「
漢
江
の
奇
蹟
」
の
一
大

起
爆
剤
と
な
っ
て
両
国
の
貿
易
、
金
融
、

人
的
交
流
な
ど
を
急
拡
大
さ
せ
た
。

　

当
時
の
ア
ジ
研
図
書
館
は
韓
国
の
最

新
情
報
を
収
集
で
き
る
数
少
な
い
拠
点

で
あ
っ
た
。
政
治
、
経
済
な
ど
の
最
新

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
新
聞
、
経
済
誌
な

ど
は
航
空
便
で
収
集
さ
れ
、
閲
覧
者
は

そ
れ
ら
資
料
を
配
架
棚
か
ら
自
由
に
取

り
出
し
て
閲
覧
し
複
写
も
で
き
た
。
こ

う
し
て
韓
国
の
最
新
経
済
情
報
を
求
め

る
商
社
員
、
メ
ー
カ
ー
社
員
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
な
ど
が
ア
ジ
研
図
書
館
に
日

参
し
、
彼
ら
は
研
究
所
が
保
持
し
て
い

な
い
韓
国
政
府
内
部
資
料
ま
で
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
関
係
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
は
収
集
か
ら
始
ま
っ
た
抜
本
的

対
策
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
八
年
一
月
の
ソ
ウ
ル
初
訪
問

は
緊
張
を
強
い
た
。
外
気
は
刺
す
よ
う

な
寒
さ
で
震
え
あ
が
っ
た
か
ら
氷
点
下

一
〇
度
程
度
で
、
そ
ん
な
金
浦
空
港
に

パ
ク
さ
ん
が
ジ
ャ
ン
バ
ー
姿
で
現
れ
た
。

そ
し
て
「
自
分
は
花
房
さ
ん
図
書
調
査

の
案
内
者
で
、
首
都
ソ
ウ
ル
の
本
町
書

店
街
で
働
い
て
き
た
か
ら
韓
国
語
図
書

の
調
査
に
は
自
信
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

パ
ク
さ
ん
の
年
齢
は
三
〇
代
半
ば
と
も

四
〇
代
に
も
み
え
た
が
日
本
語
が
よ
く

で
き
た
。
ち
な
み
に
筆
者
は
訪
韓
前
、

東
京
の
韓
国
書
専
門
店
「
髙
麗
書
林
」

の
朴
光
洙
社
長
に
ソ
ウ
ル
出
張
中
の
私

を
助
け
て
く
れ
る
韓
国
人
の
推
薦
を
お

願
い
し
て
い
た
が
、
そ
の
方
が
パ
ク
さ

ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
私
は
ソ
ウ
ル

繁
華
街
明
洞
の
メ
ト
ロ
ホ
テ
ル
に
旅
装

を
解
い
て
早
速
、
日
程
調
整
や
仁イ
ン

寺サ

洞ド
ン

古
本
街
の
調
査
で
意
見
交
換
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
問
題
の
ひ
と
つ
は
ア
ジ

研
図
書
館
の
収
集
課
長
の
決
裁
手
続
き

と
日
銀
外
貨
使
用
許
可
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
発
掘
資
料
は

改
め
て
東
京
の
高
麗
書
店
『
韓
国
書
目

録
』
と
し
て
提
出
し
、
そ
の
目
録
作
成

は
パ
ク
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
こ
の
目

録
は
帰
国
後
一
カ
月
ほ
ど
で
到
着
し
、

収
集
課
長
は
リ
ス
ト
を
肯
定
的
に
評
価

し
て
大
方
蔵
書
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

花
房 

征
夫

韓
国
古
書
と
向
き
合
っ
た
六
〇
年

　
―
文
古
堂
店
主
朴
贊
益
氏
―

図
書
は
ア
ジ
研
で
は
所
蔵
し
て
い
な
い

経
済
白
書
、
経
済
開
発
書
、
金
融
資
料
、

統
計
書
な
ど
で
一
〇
〇
〇
冊
近
く
に
達

し
た
。
価
格
は
一
冊
五
～
六
〇
〇
円
程

度
で
現
在
も
ア
ジ
研
図
書
館
の
韓
国
語

基
本
書
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
韓
国
語
図
書
調
査
は
終
盤
、
凍

り
つ
く
恐
怖
の
な
か
で
進
行
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
が
一
九
六
八
年
一
月
二
一
日

の
韓
国
大
統
領
官
邸
付
近
で
起
き
た
南

北
軍
人
銃
撃
事
件
で
あ
る
。
そ
の
時
は

学
生
の
街･

新
村
の
古
本
屋
を
訪
ね
て

夕
食
は
西
大
門
付
近
の
焼
肉
店
で
取
っ

た
が
午
後
八
時
半
頃
パ
ー
ン
、
パ
ー
ン

と
い
う
銃
声
が
響
い
た
。
し
か
し
全
貌

は
翌
日
夕
方
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
日
の
訪
問
は
韓
国
中
央
図

書
館
（
敷
地
は
現
在
ロ
ッ
テ
百
貨
店
）

を
予
定
し
て
い
た
が
同
行
の
パ
ク
さ
ん

は
午
後
に
な
っ
て
も
現
れ
ず
、
代
わ
り

に
兵
士
満
載
の
ト
ラ
ッ
ク
が
疾
走
し
空

か
ら
は
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
爆
音
が

響
い
た
。
そ
ん
な
夕
方
の
午
後
四
時
頃
、

汗
を
流
し
た
パ
ク
さ
ん
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。「
昨
夜
数
十
名
の
北
朝
鮮
特
殊

部
隊
が
韓
国
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
部
員
に
偽
装
し

て
大
統
領
官
邸
に
近
づ
き
、
最
後
の
関

門
で
地
元
警
察
官
に
見
破
ら
れ
て
銃
撃

戦
と
な
っ
て
北
朝
鮮
兵
士
は
四
方
に
逃

亡
中
」
と
語
っ
た
。
軍
事
衝
突
場
所
は

昨
夜
の
焼
肉
屋
か
ら
四
～
五
〇
〇
メ
ー
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ト
ル
の
距
離
で
あ
っ
た
。

　

南
北
銃
撃
戦
の
緊
張
冷
め
や
ら
ぬ
二

日
後
の
一
月
二
三
日
、
今
度
は
北
朝
鮮

東
部
の
主
要
港
元
山
の
沖
合
で
ア
メ
リ

カ
情
報
収
集
艦
プ
エ
ブ
ロ
号
が
北
朝
鮮

人
民
軍
に
拿
捕
さ
れ
た
。
そ
の
時
佐
世

保
港
に
は
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

寄
港
中
で
、
プ
エ
ブ
ロ
号
乗
務
員
八
〇

名
の
救
助
の
た
め
「
米
空
母
、
日
本
海

北
上
中
」
と
韓
国
ラ
ジ
オ
は
報
じ
て
い

た
。
米
軍
の
実
力
と
過
去
の
軍
事
行
動

か
ら
み
て
「
朝
鮮
戦
争
」
再
来
を
覚
悟

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
対
応
手
段

は
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
勢
を
知
る

パ
ク
さ
ん
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
こ

う
し
て
私
の
韓
国
現
地
調
査
は
、
最
後

は
逃
げ
る
よ
う
に
金
浦
空
港
か
ら
台
湾

へ
離
陸
し
た
。
そ
の
後
、
筆
者
は
香
港

に
出
て
小
島
麗れ
い

逸い
つ

研
究
員
と
合
流
し
て

中
国
書
の
収
集
事
務
を
分
担
し
た
。
業

者
は
遠
東
と
い
う
古
書
店
で
、
混
乱
の

な
か
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
文
革
資
料
を

専
門
的
に
扱
っ
て
い
た
。

●
古
本
屋
街
・
仁
寺
洞

　

ソ
ウ
ル
到
着
翌
日
か
ら
筆
者
は
古
本

屋
が
数
多
く
集
ま
る
仁
寺
洞
に
出
て
図

書
調
査
を
開
始
し
た
。
仁
寺
洞
は
現
在
、

古
美
術
店
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
伝
統
工
芸

品
店
、
土
産
物
店
な
ど
が
密
集
す
る
ソ

ウ
ル
屈
指
の
文
化
観
光
地
域
で
あ
る
が
、

筆
者
が
足
を
踏
み
入
れ
た
半
世
紀
前
の

仁
寺
洞
は
古
本
屋
街
で
、
零
細
古
書
店

な
ど
含
め
れ
ば
二
〇
軒
程
度
が
営
業
し

て
い
た
。
私
は
連
日
こ
の
仁
寺
洞
古
本

屋
街
を
訪
ね
て
、
パ
ク
さ
ん
の
案
内
で

現
代
韓
国
の
経
済
、
産
業
、
統
計
、
社

会
、
政
治
等
の
基
本
書
を
調
査
し
メ
モ

を
作
成
し
た
。
そ
し
て
分
か
っ
た
の
は

肝
心
の
韓
国
書
は
ほ
と
ん
ど
韓
国
政
府

や
韓
国
銀
行
な
ど
の
公
的
刊
行
物
で
、

古
本
屋
の
書
棚
に
は
あ
ま
り
配
架
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
回
目
か
ら

は
政
府
刊
行
物
に
絞
っ
て
再
調
査
し
た
。

　

パ
ク
さ
ん
に
通
訳
し
て
い
た
だ
い
て

驚
い
た
こ
と
は
古
本
に
対
す
る
大
変
な

知
識
と
素
早
い
判
断
力
で
あ
っ
た
。
古

本
屋
訪
問
ご
と
に
私
の
関
心
書
を
明
快

に
説
明
し
、
店
主
が
「
も
た
も
た
」
す

る
と
他
人
の
古
書
店
で
も
「
そ
こ
だ
、

あ
そ
こ
だ
」
と
指
さ
し
た
。
後
日
判
明

し
た
の
だ
が
、
パ
ク
さ
ん
は
学
者
、
文

化
人
、
古
書
コ
レ
ク
タ
ー
、
図
書
輸
出

業
者
な
ど
か
ら
古
本
収
集
委
託
を
引
き

受
け
、
雑
誌
や
年
鑑
な
ど
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
欠
号
補
充
を
得
意
と
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
仁
寺
洞
古
書
店
め
ぐ
り
は

日
課
で
あ
り
、
仁
寺
洞
の
古
本
商
品
は

ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
た
。
そ
の
た
め

古
書
店
主
や
従
業
員
な
ど
の
誰
も
が
パ

ク
さ
ん
の
実
力
を
認
め
敬
意
を
表
し
て

い
た
。

　

当
時
、
仁
寺
洞
で
良
書
を
数
多
く
所

蔵
す
る
古
書
店
は
現
在
も
営
業
中
の

「
通
文
館
」「
承
文
閣
」
の
二
店
で
、
店

主
の
図
書
知
識
が
抜
き
ん
出
て
い
た
。

通
文
館
は
一
九
三
四
年
創
立
の
老
舗
古

書
店
で
八
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

承
文
閣
は
七
〇
年
代
半
ば
ま
で「
鶏
林
」

名
で
営
業
し
、
仁
寺
洞
き
っ
て
の
古
本

良
書
所
蔵
店
で
あ
っ
た
。

　

仁
寺
洞
古
本
街
は
日
本
人
が
集
ま
る

明
治
町
（
現
在
の
明
洞
）
隣
の
本
町
に

対
抗
し
て
形
成
さ
れ
た
韓
国
・
朝
鮮
人

相
手
の
書
店
街
で
、
昭
和
の
一
時
期
は

「
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の
神
田
」
と
も
い

わ
れ
る
賑
わ
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
主

な
商
品
は
中
古
教
科
書
、
受
験
参
考
書
、

法
律
全
集
、
見
切
り
処
分
図
書
な
ど
と

い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
韓
国
古
本
屋
の
ル
ー
ツ
は
日
本

植
民
地
時
代
の
「
本
町
」
に
遡
る
よ
う

だ
。
そ
の
場
所
は
京
城
繁
華
街
の
明
治

町
（
明
洞
）
と
昭
和
通
り
（
現
退
渓
路
）

に
挟
ま
れ
た
一
帯
で
、
日
系
本
屋
が
古

書
店
も
含
め
て
多
数
営
業
し
た
の
で
町

名
が
本
町
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
本

町
書
店
街（
七
〇
年
代
初
に
完
全
消
滅
）

は
独
立
後
、
忠
武
路
と
改
称
さ
れ
た
が

書
店
、
古
本
屋
、
図
書
流
通
業
、
出
版

業
な
ど
の
機
能
は
継
続
し
て
、
パ
ク
さ

ん
も
朝
鮮
戦
争
休
戦
直
後
の
一
九
五
四

年
、
い
ち
早
く
故
郷
の
慶
尚
北
道
醴
泉

か
ら
上
京
し
て
古
書
店
員
に
な
り
一
時

は
出
版
業
に
も
関
係
し
た
と
い
う
。
パ

ク
さ
ん
の
生
年
は
一
九
二
九
年
で
あ
る

か
ら
古
本
知
識
や
商
売
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

は
二
〇
代
後
半
か
ら
の
一
〇
年
以
上
働

い
た
本
町
で
の
経
験
が
大
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
パ
ク
さ
ん
は
一
〇
代
後
半
、

郷
里
に
近
い
大テ

邱グ

の
書
店
で
働
い
て
い

る
。

　

数
年
前
『
植
民
地
時
代
の
古
本
屋
た

ち
』
の
労
作
が
刊
行
さ
れ
、
戦
前
期
京

城
の
古
書
店
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
本
に
よ
る
と
本
町
に
は
被
植
民
地

後
間
も
な
く
日
系
古
本
屋
が
進
出
し
、

昭
和
初
で
は
一
〇
軒
以
上
の
古
書
店
が

営
業
し
て
一
九
四
〇
年
頃
は
大
小

一
〇
〇
軒
の
古
書
店
が
存
在
し
た
と
み

ら
れ
て
い
る
（『
京
城
古
書
籍
商
組
合

名
簿
』）。
そ
ん
な
な
か
で
京
城
に
は
大

手
の
大
阪
屋
号
書
店
、
丸
善
京
城
店
、

巌
松
堂
京
城
店
な
ど
が
進
出
し
て
新
刊

書
店
と
古
本
業
を
兼
営
し
、
満
州
国
の

大
連
、
瀋
陽
、
新
京
だ
け
で
な
く
中
国

の
北
京
、
上
海
な
ど
の
日
系
古
書
店
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
古
本
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
一
九
七
〇
年
三
月
末
か
ら
二

年
間
、
高
麗
大
学
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所

に
長
期
派
遣
さ
れ
た
。
ご
縁
は
一
九
六

六
年
に
金
俊
燁
所
長
が
東
南
ア
ジ
ア
経

済
資
料
収
集
で
来
所
さ
れ
「
韓
国
に
来
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る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
誘
っ
て
頂
い
た

こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
も
韓

国
は
激
動
期
で
そ
の
最
初
は「
よ
ど
号
」

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
で
あ
っ
た
。
私
は

別
送
の
生
活
品
を
引
き
取
る
た
め
金
浦

空
港
に
来
て
い
た
が
、
そ
の
時
九
人
の

赤
軍
派
が
日
航
機
「
よ
ど
号
」
の
機
長

な
ど
を
脅
し
て
金
浦
空
港
に
強
制
着
陸

さ
せ
、
そ
の
後
北
朝
鮮
行
き
を
強
要
し

た
の
で
日
韓
間
の
一
大
事
件
と
な
っ
た
。

筆
者
は
異
様
な
軍
人
、
警
察
官
ら
の
雰

囲
気
を
察
し
て
急
い
で
空
港
を
後
に
し

た
が
帰
路
の
検
問
は
厳
し
か
っ
た
。
こ

の
荷
物
引
き
取
り
は
、
最
後
は
パ
ク
さ

ん
に
お
願
い
し
た
。そ
の
時
初
め
て「
急

行
料
金
」（
確
か
一
〇
ド
ル
）
と
い
う

言
葉
を
覚
え
た
。
以
降
、
パ
ク
さ
ん
に

は
書
物
の
世
界
だ
け
で
な
く
ア
パ
ー
ト

契
約
な
ど
の
生
活
全
般
で
も
助
け
て
い

た
だ
い
た
。

　

長
期
間
派
遣
を
認
め
て
く
れ
た
高
麗

大
学
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
は
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
ク
で
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
が
、

問
題
は
朴
正
煕
権
力
と
激
突
す
る
学
生

デ
モ
で
あ
っ
た
。
高
麗
大
の
学
生
デ
モ

は
李
承
晩
政
権
を
倒
し
た
「
四
・
一
九

学
生
革
命
（
六
〇
年
）」
や
学
生
逮
捕

者
一
〇
〇
〇
名
以
上
を
出
し
た
六
四
年

の
日
韓
国
交
反
対
デ
モ
（
六
三
事
態
）

な
ど
の
主
力
部
隊
で
あ
っ
た
た
め
朴
正

煕
政
権
と
の
対
決
は
熾
烈
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
朴
政
権
は
高
麗
大
学
生
デ

モ
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
少
人
数
デ

モ
で
も
学
外
に
出
れ
ば
催
涙
弾
を
打
ち

込
ん
だ
。
筆
者
は
ぜ
ん
そ
く
症
が
あ
っ

た
の
で
学
生
デ
モ
日
は
大
学
を
敬
遠
し
、

仁
寺
洞
古
書
店
、
当
時
の
大
型
書
店
鍾チ
ョ
ン

路ノ

書
籍
セ
ン
タ
ー
、
日
本
の
経
団
連
に

あ
た
る
全
経
連
の
図
書
室
（
当
時
は
朝

興
銀
行
本
店
ビ
ル
）
な
ど
を
廻
っ
て
過

ご
し
た
。
そ
し
て
パ
ク
さ
ん
と
も
し
ば

し
ば
面
談
し
て
仁
寺
洞
古
本
の
内
情
な

ど
を
聞
い
た
。

　

パ
ク
さ
ん
の
七
〇
年
代
前
半
は
学
者

や
海
外
図
書
輸
出
業
者
な
ど
か
ら
の

「
委
託
収
集
」
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ

や
欧
州
な
ど
の
有
名
大
学
図
書
館
と
の

新
規
取
引
に
も
成
功
し
た
。
日
本
古
本

業
者
と
も
提
携
が
で
き
て
多
数
の
朝
鮮

総
督
府
関
係
図
書
を
神
田
に
送
っ
た
。

あ
る
と
き
日
本
業
者
の
手
紙
を
み
せ
て

く
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
幾
ら
で
も
買

い
入
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
パ
ク

さ
ん
は
こ
の
時
期
、
李
氏
朝
鮮
王
朝
の

官
僚
や
そ
の
子
孫
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

両ヤ
ン

班バ
ン

の
続
柄
・
経
歴
・
事
績
な
ど
を
書

き
連
ね
る
族
譜
資
料
の
収
集
に
も
手
を

染
め
た
が
、
こ
れ
は
他
店
主
が
追
従
で

き
な
い
漢
字
読
解
力
が
追
い
風
に
な
っ

た
。
漢
字
は
子
ど
も
時
代
、
郷
里
の
伯

父
が
運
営
す
る
書
堂
（
韓
国
式
寺
子
屋

の
こ
と
）
で
の
漢
籍
素
読
（
内
容
理
解

は
二
の
次
で
文
字
だ
け
を
声
に
し
て
読

む
こ
と
）
や
習
字
な
ど
を
学
ん
だ
た
め

と
い
わ
れ
た
が
、
漢
字
を
学
ん
だ
公
的

組
織
は
小
学
校
だ
け
で
独
学
が
基
本
で

あ
っ
た
。
日
本
語
も
そ
う
で
あ
る
が
短

い
期
間
で
漢
字
読
解
力
を
習
得
し
た
パ

ク
さ
ん
の
明
晰
な
頭
脳
と
集
中
力
が
偲

ば
れ
る
。
七
〇
年
代
前
半
の
パ
ク
さ
ん

は
仁
寺
洞
で
の
古
書
店
創
業
に
向
け
全

力
疾
走
し
て
い
た
。

●
開
店
そ
し
て
廃
業

　

一
九
七
五
年
、
パ
ク
さ
ん
念
願
の
古

書
店
「
文
古
堂
」
が
仁
寺
洞
に
開
業
し

た
。
写
真
は
開
店
間
も
な
い
時
期
の
文

古
堂
と
店
主
朴
贊
益
氏
（
左
）
の
雄
姿

で
あ
る
。
こ
の
時
は
誰
し
も
が
文
古
堂

の
前
途
を
楽
観
し
、
事
実
一
〇
年
程
度

は
そ
れ
な
り
の
活
況
を
呈
し
た
。
し
か

し
八
〇
年
代
後
半
か
ら
文
古
堂
を
含
め

て
仁
寺
洞
古
本
景
気
が
急
低
下
し
、
い

つ
の
間
に
か
仁
寺
洞
の
古
書
店
数
は
半

減
し
た
。
韓
国
古
書
店
は
ど
れ
も
が
構

造
不
況
業
種
に
な
っ
た
。
九
〇
年
代
半

ば
、
筆
者
は
渡
韓
し
て
文
古
堂
に
立
ち

寄
っ
た
が
店
内
は
閉
店
後
の
よ
う
に
閑

散
と
し
て
い
た
。
聞
く
と
今
日
の
客
は

数
人
と
か
で
最
近
は
若
者
や
中
年
層
が

古
書
店
に
姿
を
み
せ
な
い
と
嘆
い
た
。

そ
し
て
パ
ク
さ
ん
は
突
然
声
を
荒
げ
て

「
韓
国
人
は
漢
字
を
捨
て
た
の
で
祖
父

や
父
が
残
し
た
書
物
、
記
録
が
読
め
な

く
な
っ
た
。
韓
国
人
の
伝
統
的
図
書
文

化
は
崩
壊
し
た
」
と
述
べ
て
漢
字
廃
止

が
古
本
業
基
盤
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
と

力
説
し
た
。

　

漢
字
を
使
わ
な
い「
ハ
ン
グ
ル
専
用
」

国
語
政
策
は
一
九
四
八
年
の
大
韓
民
国

成
立
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
こ

の
時
、
政
府
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
漢
字

使
用
は
禁
止
せ
ず
、
制
限
し
た
の
は
学

校
教
育
の
漢
字
の
み
で
新
聞
、
雑
誌
、

図
書
な
ど
は
継
続
し
て
漢
字
を
使
用
し

た
。
し
か
し
朴
正
煕
大
統
領
は

一
九
七
〇
年
、国
語
表
記
に
関
し
て「
ハ

ン
グ
ル
に
純
化
せ
よ
」
と
訓
示
し
、
漢

字
は
以
降
、
外
国
文
字
と
な
っ
て
学
校

か
ら
消
え
た
。
加
え
て
八
〇
年
代
後
半

に
は
、
政
府
提
唱
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
、

つ
ま
り
漢
字
廃
止
に
抵
抗
し
て
き
た

『
朝
鮮
日
報
』『
東
亜
日
報
』
な
ど
の
主

要
新
聞
が
相
次
い
で
漢
字
廃
止
に
転
じ
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て
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
を
併
用
さ
せ
る

「
國
漢
混
用
文
」
主
張
は
力
を
失
っ
た
。

こ
う
し
て
い
ま
や
漢
字
を
知
ら
な
い
韓

国
人
が
韓
国
社
会
の
大
勢
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
漢
字
読
解
力
は
衝
撃
的

に
低
下
し
た
。ソ
ウ
ル
大
学
国
文
学
科
・

宋
基
中
教
授
の
調
査
に
よ
る
と
「
韓
国

で
は
高
校
や
大
学
で
正
規
教
育
を
受
け

た
者
で
も
漢
字
読
解
が
急
減
し
た
結
果
、

一
世
代
前
の
自
国
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の

記
事
、
見
出
し
も
読
め
な
く
な
っ
た
。

学
位
論
文
を
書
く
院
生
で
も
二
〇
年
前

の
恩
師
、
先
輩
の
論
文
を
理
解
で
き
な

い
」
と
慨
嘆
し
、
韓
国
の
学
問
や
文
化

発
展
に
お
い
て
漢
字
廃
止
が
根
本
的
破

壊
要
因
に
な
っ
た
と
批
判
し
た
（『
朝

鮮
日
報
』
一
九
九
九
年
二
月
一
〇
日
）。

し
か
し
韓
国
の
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
強
靱
で
漢
字
問
題
で
譲
歩
す
る
兆
し

は
み
ら
れ
な
い
。

　

一
九
九
九
年
三
月
、
筆
者
は
ア
ジ
研

を
定
年
退
職
し
て
渡
韓
し
、
何
時
も
と

同
様
、
仁
寺
洞
の
文
古
堂
を
訪
ね
た
が
、

店
主
パ
ク
さ
ん
は
持
病
の
糖
尿
病
が
悪

化
し
た
の
か
生
彩
が
な
か
っ
た
。
そ
し

て
「
文
古
堂
を
近
い
う
ち
に
閉
め
る
」

と
切
り
出
し
て
「
近
頃
は
終
日
開
店
し

て
も
利
益
は
幾
ら
に
も
な
ら
な
い
。
昨

今
の
収
入
程
度
な
ら
ば
古
書
店
を
止
め

て
骨
董
店
に
賃
貸
す
れ
ば
確
保
で
き

る
」
と
語
っ
た
。
筆
者
は
う
な
ず
く
し

か
答
え
が
な
か
っ
た
。

●
二
冊
の
本

　

話
題
は
変
わ
る
が
、
六
〇
年
代
末
か

ら
七
〇
年
代
末
に
か
け
て
ア
ジ
研
図
書

館
が
収
集
し
た
韓
国
書
は
パ
ク
さ
ん
の

適
切
な
後
押
し
も
あ
っ
て
五
〇
〇
〇
冊

を
超
え
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
『
朝
鮮

語
所
蔵
目
録
一
九
五
九
～
一
九
七
七
』

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）

で
把
握
で
き
る
が
、
貴
重
図
書
も
結
構

多
い
の
で
以
下
の
二
冊
を
代
表
と
し
て

取
り
上
げ
て
韓
国
書
初
期
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

金キ
ム

九グ

『
白ペ

ク

凡ボ
ン

逸イ
ル

志ジ

』（
国
土
院
、

一
九
四
八
年
）。
本
書
は
韓
国
の
代
表

的
抗
日
独
立
運
動
家
金
九
の
自
叙
伝
で

初
版
本
だ
。
こ
の
書
の
裏
表
紙
に
は
白

凡
（
金
九
雅
号
）
が
知
友
に
贈
呈
し
た

と
き
の
「
真
筆
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
人
に
と
っ
て
金
九
『
白
凡
逸
志
』

は
特
別
な
書
で
あ
る
が
、
刊
行
は

一
九
四
八
年
な
の
で
初
版
本
は
非
常
に

珍
し
い
。
い
わ
ん
や
真
筆
本
は
文
字
ど

お
り
の
稀
覯
本
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
書

が
ア
ジ
研
で
は
一
般
書
と
一
緒
に
書
架

に
配
架
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
の
か
、

韓
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
本
書
に
触

れ
て
ア
ジ
研
図
書
館
を
何
回
も
紹
介
し

て
く
れ
た
。
こ
の
『
白
凡
逸
志
』
収
蔵

を
勧
め
た
韓
国
人
は
パ
ク
さ
ん
で

二
〇
〇
〇
円
弱
で
購
入
し
た
記
憶
が
あ

る
。

　

二
冊
目
は
『
請
求
権
資
金
白
書
』（
経

済
企
画
院
、
一
九
七
六
年
）
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
一
九
六
五
年
の
日
韓

基
本
条
約
で
日
本
は
無
償
三
億
ド
ル
、

有
償
二
億
ド
ル
の
対
韓
請
求
権
資
金
を

供
与
し
た
が
、
韓
国
政
府
は
こ
れ
ら
外

貨
資
金
を
「
農
水
産
業
近
代
化
、
中
小

企
業
育
成
、
浦
項
総
合
製
鉄
所
建
設
、

多
目
的
ダ
ム
、
科
学
技
術
部
門
、
高
速

道
路
、
港
湾
、
電
力
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る

基
盤
的
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
重
点
投
入
し

た
。
本
書
は
そ
の
日
本
の
対
韓
請
求
権

資
金
が
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
年

ま
で
の
一
〇
年
間
に
ど
う
使
用
さ
れ
、

如
何
な
る
経
済
効
果
を
挙
げ
た
か
を
韓

国
政
府
が
詳
細
に
分
析
し
た
白
書
で
、

日
本
請
求
権
資
金
を
肯
定
的
に
評
価
し

た
点
で
類
書
の
な
い
図
書
で
あ
る
。
こ

の
書
物
も
パ
ク
さ
ん
の
文
古
堂
で
み
つ

け
て
一
〇
〇
〇
円
弱
で
購
入
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
文
古
堂
廃
業
後
、
パ

ク
さ
ん
か
ら
の
音
信
が
途
絶
え
た
。
そ

こ
で
確
か
二
〇
〇
一
年
に
「
温
泉
で
も

入
っ
て
富
士
山
で
も
み
ま
せ
ん
か
」
と

オ
ー
プ
ン
航
空
券
を
送
っ
た
。
筆
者
は

定
年
後
、
奥
秩
父
山
脈
の
山
梨
塩
山
側

奥
の
無
人
農
家
を
山
荘
に
し
て
春
の
連

休
、
夏
を
過
ご
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
登

る
乾け
ん

徳と
く

山さ
ん（
標
高
二
〇
三
一
メ
ー
ト
ル
）

は
富
士
山
眺
望
の
名
所
で
あ
っ
た
。
パ

ク
さ
ん
と
の
乾
徳
山
ハ
イ
キ
ン
グ
企
画

は
か
つ
て
の
ア
ジ
研
同
僚
の
谷
浦
孝
雄

氏
（
当
時
共
栄
大
学
教
授
）、
野
副
伸

一
氏
（
前
亜
細
亜
大
学
教
授
）
が
賛
同

し
合
流
し
た
。
晴
れ
わ
た
っ
た
四
月
末

の
午
前
、
パ
ク
さ
ん
を
成
田
空
港
か
ら

乗
せ
て
き
た
谷
浦
さ
ん
運
転
の
車
が
山

荘
に
到
着
し
た
。
頂
上
麓
ま
で
は
林
道

が
通
じ
た
の
で
山
頂
ま
で
の
登
山
コ
ー

ス
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た

が
、
パ
ク
さ
ん
の
体
調
は
悪
く
頂
上
に

は
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

日
の
夕
方
、
わ
れ
わ
れ
は
樹
齢
九
〇
年

と
い
う
し
だ
れ
桜
の
下
で
野
外
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
開
き
、
書
物
で
培
っ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
友
誼
を
回
顧
し
、
今
後
の

健
康
を
祈
っ
た
。
翌
日
午
前
、
谷
浦
さ

ん
運
転
の
車
が
成
田
空
港
に
向
け
出
発

し
た
。
そ
の
時
手
を
振
っ
た
パ
ク
さ
ん

の
姿
が
生
前
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。

後
日
、
風
の
便
り
で
パ
ク
さ
ん
が

二
〇
〇
七
年
、
他
界
さ
れ
た
の
を
知
っ

た
。
享
年
七
八
で
あ
っ
た
。

（
は
な
ぶ
さ　

ゆ
き
お
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ジ
ア
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会
長
）
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。
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Ｈ
Ｐ
、
二
〇
〇
八
年
。


